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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

原発導入の略史
1946年 米原子力法　①軍事利用　②平和利

用

55年 「日米原子力研究（協力）協定」①
少量の核燃料貸与②研究炉技術供与

56年 「特殊核物質の貸借に関する協定」
　第４条に免責条項

58年 「日米原子力協定（動力炉協定）」
調印→これ以降、原発次々建設へ

68年 「日米原子力協定」（一部再処理同
意）動燃事業団の東海再処理工場へ

87年 調印・88年批准　「新日米原子力協
定（88年協定）」

2011年 東日本大震災、福島第１原発事故…
…原発推進政策の破綻

18年
７月　 「日米原子力協定（88年協

定）」期限終了－変更通告な
い限り自動更新

日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
後
１
時
20
分
〜
４
時
30
分

　

午
後
１
時
20
分
〜　

肥
田
舜
太
郎
医
師「
核
の
傷
」上
映
会

　

午
後
２
時
30
分
〜　

吉
井
英
勝
氏
講
演

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

吉
井
英
勝
氏
（
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
経
済
研

究
会
代
表
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
５
０
人

核
兵
器
廃
絶
と
原
発
依
存
か
ら
抜
け
出
す
道
筋

―
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
を
踏
ま
え
て

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会

日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
４
階
（
地
下
鉄

「
江
坂
」
駅
１
番
出
口
）

講
師　

 

松
岡
裕
大
氏
（
済
生
会
吹
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

教
科
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
怖
い
症
例
〜
時
に
は
生

死
、
訴
訟
に
も
〜

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

国
賀
就
一
郎
氏
（
兵
庫
県
明
石
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

個
体
差
に
配
慮
し
た
包
括
歯
科
臨
床
へ
の
取
り
組
み

―
咬
合
再
構
成
を
中
心
に

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
30
分

行
き
先　

南
あ
わ
じ
市
・
う
め
丸　
　

定
員　

40
人

会
費　

１
万
２
千
円

コ
ー
ス　

な
ん
ば
・
梅
田⇒

灘
『
菊
正
宗
』
に
て
見
学
と
試

飲⇒

南
淡
路
『
う
め
丸
』
で「
鯛
活
造
り
コ
ー
ス
」の
ご
昼

食
・
温
泉
で
入
浴⇒

た
こ
せ
ん
べ
い
の
里⇒

梅
田
・
な
ん
ば

日
帰
り
旅
行
「
鯛
づ
く
し
ラ
ン
チ
と
う
ず
し
お
温
泉

の
旅
」

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区

日
時　

11
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
各
線
高
槻
駅

徒
歩
８
分
）

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

歯
内
療
法
成
功
の
秘
訣

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

中
村
隆
志
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
科

補
綴
学
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
メ
タ
ル
フ
リ
ー
補
綴

11
月
度
生
涯
研
修

健診で「保険で良い」署名広がる健診で「保険で良い」署名広がる
原
爆
開
発
と

戦
後
の
核
政
策

　

第
二
次
大
戦
直
前
に
、

「
核
分
裂
」「
核
融
合
」
と

い
う
人
類
史
に
価
値
あ
る
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、「
ナ
チ
ス
の
原
爆
製
造

は
危
険
」
と
、
亡
命
し
た
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
が
米
大

統
領
に
進
言
し
て
、
原
爆
製

造
へ
と
進
み
ま
し
た
。
原
爆

完
成
時
に
は
ナ
チ
ス
は
崩
壊

し
、
原
爆
は
不
要
で
し
た
。

し
か
し
、
政
・
軍
・
産
勢
力

は
原
爆
の
衝
撃
波
、
熱
線
、

放
射
線
な
ど
の
威
力
を
確
認

す
る
人
体
実
験
を
広
島
、
長

崎
で
行
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
１
９
４
６
年
に
米

国
で
は
「
原
子
力
法
」
が
作

ら
れ
て
、
軍
事
と
平
和
の
二

つ
の
利
用
方
向
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
核
軍
拡

と
共
に
原
発
ビ
ジ
ネ
ス
に
走

ろ
う
と
す
る
財
界
の
思
惑
か

ら
、
53
年
の
国
連
で
〝
Ａ
ｔ

ｏ
ｍ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｐ
ｅ
ａ

ｃ
ｅ
〞
演
説
が
生
ま
れ
ま
し

た
。軍

国
主
義
の
解
体
と

米
国
従
属
の
構
造

　

45
年
の
敗
戦
後
、
全
面
占

領
下
に
お
い
た
日
本
で
、
米

国
は
軍
部
と
財
閥
を
解
体
し

た
後
、
米
国
に
従
属
し
た
日

本
の
支
配
構
造
を
築
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
「
単
独
講

和
」
で
形
式
上
の
独
立
国
に

す
る
一
方
で
、「
日
米
安
保

条
約
」
に
よ
っ
て
事
実
上

「
占
領
時
代
」
の
継
続
で
し

た
。
沖
縄
に
は
72
年
返
還
ま

で
１
３
０
０
発
の
核
ミ
サ
イ

発
撤
退
と
い
う
政
策
に
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
り
ま
し
た
。
原

発
は
潜
在
的
核
抑
止
力
と
位

置
付
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の

明
確
な
意
思
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
政
府
が
「
核
兵
器

禁
止
条
約
」
に
参
加
せ
ず
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
祝
辞
も
送
ら
な

い
理
由
は
「
安
保
」
と
「
原

発
」
に
あ
り
ま
す
。

外
交
政
策
大
綱
」
の
中
で
、

「
核
兵
器
製
造
の
経
済
的
・

技
術
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
常

に
保
持
す
る
」
と
、「
潜
在

的
核
抑
止
」
の
立
場
を
示
し

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
秋

に
、
野
田
内
閣
が
「
２
０
３

０
年
代
に
原
発
ゼ
ロ
」
方
針

を
閣
議
決
定
す
る
直
前
に
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
（
国

際
戦
略
研
究
所
）
か
ら
、
原

ル
を
配
置
し
、「
返
還
」
時

に
は
、
再
持
ち
込
み
の
「
核

密
約
」
を
交
わ
し
て
い
ま

す
。核

不
拡
散
と

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

　

原
発
を
導
入
し
た
日
本

は
、
米
国
の
「
核
不
拡
散
政

策
」
の
枠
組
み
の
中
で
矛
盾

が
生
じ
ま
し
た
。
56
年
の

「
原
子
力
開
発
利
用
長
期
基

本
計
画
」
で
「
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
」
の
方
針
を
出
し
ま
し

た
が
、
米
国
は
日
本
の
原
発

に
核
燃
料
を
提
供
す
る
一
方

で
、
再
処
理
を
認
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
68
年
の
「
日
米
原

子
力
協
定
」
で
東
海
再
処
理

工
場
を
認
め
て
も
稼
働
に
は

長
く
反
対
し
ま
し
た
。
88
年

に
日
本
だ
け
再
処
理
工
場
建

園
か
ら
同
診
療
所
へ
移
し
て
開
催

さ
れ
た
。

大
阪
市
南
部
地
区

　

西
成
区
の
松
通
り
公
園
で
10
月

５
日
に
行
わ
れ
た
「
大
阪
き
づ
が

わ
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
健
康

ま
つ
り
」
で
は
、
小
澤
力
氏
が
９

人
を
健
診
し
た
。
署
名
１
８
５
筆

を
集
め
た
。

を
健
診
し
た
。
署
名
64
筆
を
集
め

た
。

　

東
大
阪
市
立
楠
根
小
学
校
で
11

月
３
日
に
行
わ
れ
た
「
医
療
生
協

か
わ
ち
野
生
活
協
同
組
合
楠
根
診

療
所
圏
健
康
ま
つ
り
」
で
は
、
段

野
和
茂
氏
が
88
人
を
健
診
し
た
。

署
名
40
筆
を
集
め
た
。

　

八
尾
木
北
第
１
公
園
で
11
月
３

日
に
行
わ
れ
た
「
八
尾
市
民
ま
つ

り
で
」
で
は
、
松
下
和
彦
氏
、
海

道
充
氏
が
１
３
３
人
を
健
診
し

た
。
署
名
93
筆
を
集
め
た
。

大
阪
市
西
部
地
区

　

み
な
と
生
協
診
療
所
が
10
月
29

日
に
行
っ
た
「
第
31
回
健
康
ま
つ

り
」
で
は
、
井
村
久
史
氏
が
18
人

を
健
診
し
た
。
署
名
30
筆
を
集
め

た
。

　

台
風
の
影
響
で
激
し
い
風
雨
に

見
舞
わ
れ
、
会
場
を
磯
路
中
央
公

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

　

東
大
阪
生
協
病
院
で
10
月
８
日

に
行
わ
れ
た
「
医
療
生
協
か
わ
ち

野
生
活
協
同
組
合
東
大
阪
生
協
病

院
圏
健
康
ま
つ
り
」
で
は
、
矢
部

あ
づ
さ
氏
、
段
野
和
茂
氏
が
81
人

　

地
区
組
織
は
各
地
で
歯
科
健
診
に
取
り
組
み
、
ク
イ

ズ
ハ
ガ
キ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
署
名
を
活
用
し
「
保
険
で
良

い
歯
科
」
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

設
を
認
め
る
新
「
日
米
原
子

力
協
定
」
が
交
わ
さ
れ
、
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機

関
）
の
監
視
下
で
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
高
速
増
殖
炉
の
破
綻

で
利
用
方
途
が
な
い
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
48
㌧
（
原
爆
６
０
０

０
発
分
）
が
貯
ま
っ
て
、
国

際
的
に
不
信
を
招
い
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
７
月
に
「
日

米
原
子
力
協
定
」
は
終
了
し

ま
す
。
政
府
は
「
自
動
継

続
」
の
方
向
で
す
が
、
私
は

福
島
事
故
で
経
験
し
た
危
険

な
原
発
か
ら
は
撤
退
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。

安
保
と
原
発

　

69
年
に
外
務
省
外
交
政
策

企
画
委
員
会
は
「
わ
が
国
の

論論
点点

「
日
米
原
子
力
協
定
」と
日
本
の
核
政
策

原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
経
済
研
究
会
代
表　

吉
井
英
勝

第24回『大阪保険医ゴルフコンペ』のご案内内
日時　12月３日（日）　８時スタート
場所　関西空港ゴルフ倶楽部
対象　会員・家族・スタッフ　　定員　８組32名
費用　①プレーフィー　23,124円（乗用カート・キャディ含む・昼食別）
　　　②コンペ参加費　 5,000円（会食＋賞品代）
申込　協同組合　06-6568-2741（湯浅）

健
診
す
る
矢
部
氏
（
左
か
ら
二
人

目
）
＝
10
月
８
日
、
東
大
阪
市

健
診
す
る
段
野
氏
＝
11
月
３
日
、

東
大
阪
市

健
診
す
る
松
下
氏
（
左
手
前
）、

海
道
氏
（
左
奥
）
＝
11
月
３
日
、

八
尾
市

署
名
を
呼
び
掛
け
る
小
澤
氏
＝
11

月
５
日
、
大
阪
市

健
診
す
る
井
村
氏
＝
10
月
29
日
、

大
阪
市

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会


